
時期 名　　　称 主な内容 会　　　場 　対象

５月 第１回運営事務局会議
○令和５年度年間活動計画について　等
○今後の進め方について　等

宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター研
修室

・運営事務局

６月～1１
月

自然再生事業に関する打合せ
（分野別）

○自然再生事業に関する意見交換・情報交換
（ハス刈り，エコトーン，水質等必要に応じて，分野ごとに
開催）

宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター研
修室
宮城県庁　等

・協議会委員
・運営事務局
・関係者

２月上旬 第２回運営事務局会議 ○第１９回協議会の報告・協議内容及び進行について
宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター研
修室

・運営事務局

２月中旬 第１８回協議会
〇　令和５年度伊豆沼・内沼自然再生事業等について
〇　令和６年度事業計画について

栗原市内
・協議会委員
・関係者

令和５年度伊豆沼・内沼自然再生協議会関係活動計画（案）

　令和５年度についても，新型コロナウイルス感染症の感染状況をみながら，開催時期や方法も含め，検討しながら実施する。　

運営事務局
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宮城県環境生活部自然保護課

1 水生植物保全整備 事業内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 埋土種子発芽試験 湖内の底泥を採取し，埋土種子の発芽試験を行う

2 系統保存，増殖，移植
発芽試験で得られた，クロモやジュンサイなどの系統
保存及び沼内移殖を行う(1,500株）

3 食害等防止柵設置
移植したクロモ等をアメリカザリガニ等の食害や波浪
から守る柵を設置

4 沼内生育状況調査 クロモ等の水生植物の生育状況調査

2 湖岸植生保全整備

事業内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 ヨシ群落刈払い 健全なヨシ群落維持のためのヨシ刈払い(1.0ha)

2 エコトーン造成
湖岸や砂質域の浸食を防止する柵を設置し、適切な
水位管理と合わせてエコトーンを創出する（1ha程度）

3
鳥類モニタリング
※よみがえれ在来生物プロジェクトの一
部として実施

鳥類の生息地としての反応を見るため，特にエコトー
ンの造成によって期待されるカイツブリやオオバン等
の生息や繁殖などをモニタリングするもの。

3 水質改善効果検討調査 事業内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 水質改善に向けた調査 水質調査

4 よみがえれ在来生物プロジェクト業務 事業内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
電気ショッカーボートによる外来
魚の駆除

電気ショッカーボートによる，オオクチバスやブルー
ギルの駆除

2
流域ため池における外来生物の
駆除

ため池を池干しして，オオクチバス，ブルーギル，アメ
リカザリガニ等を駆除する

3
外来水生植物及び外来植物の駆
除

オオハンゴンソウ等の駆除

4 在来生物生息状況調査
６種類の目標生物(ミコアイサ，ヌカエビ，ゼニタナゴ，
オオセスジイトトンボ，カラスガイ）の生息調査
※クロモは自然再生事業

5 二枚貝の増殖・移殖
ゼニタナゴやタナゴが産卵するためのカラスガイの増
殖試験

6
市民参加による保全対策による
普及啓発

在来生物の増殖・植栽に市民参加による普及啓発

7 ハス等刈払いとモニタリング 湖内の酸素濃度改善のためのハス刈払い(20ha)

※ハスの刈払いについては，今年度の増水による影響をみながら実施予定

5 ワイズユース推進基盤整備業務 事業内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
水生植物園の再整備
水生植物園の利活用の整備

歩道整備，観察湿地の整備，ベンチ・水生植物説明
板の設置
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令和５年度 自然再生事業等実施計画（案）　【宮城県実施分】
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外来生物を減らし

在来の甲殻類や魚類を

増やす

エコトーン（水陸移行帯）

を造成する

沼内適地で沈水植物を

増やす

ハス刈払い

モニタリング

ハス等の適正な管理を行い

湖内環境を改善する
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